
レインボープラン
第３次埼玉県川越都市圏まちづくり

基本構想・基本計画

埼玉県川越都市圏まちづくり協議会
川越市/坂戸市/鶴ヶ島市/川島町/毛呂山町/越生町



　レインボープランは、社会状況や都市圏の特性を踏まえ、目指すべき都市圏の将来像の実現のた

め、構成市町の連携・協力によって取り組む各種施策について、基本的な考え方を示したものです。

　埼玉県川越都市圏まちづくり協議会では、これまでにレインボープラン（平成8年）、第２次レイン

ボープラン（平成18年）を策定し、各種施策を展開してきました。

　しかし、本格的な人口減少社会の到来や少子高齢化の急速な進行、東日本大震災以後の防災対策に

加え、公共施設やインフラ施設（以下、「公共施設等」）の老朽化対策など、都市圏を取り巻く環境は大

きく変化しています。

　こうした時代の潮流に対して、構成市町の更なる連携を進め、埼玉県等関係機関や都市圏住民、民間

事業者などとも協力して施策を推進していく指針として、「第３次レインボープラン」を策定しました。

　  レインボープランとは…

　埼玉県川越都市圏まちづくり協議会は、歴史・文化のつながりが深く、道路や鉄道により生活

圏域が密着している、川越市、坂戸市、鶴ヶ島市、川島町、毛呂山町、越生町の3市３町で構成され

ています。

　協議会は、構成市町それぞれの地域特性を生かしたまちづくりを基本としつつ、共通の課題など

について互いに連携・協力し、広域的な取組を進めることで、都市圏全体が自立性の高い、暮らし

やすい地域として発展していくことを目指しています。

　  埼玉県川越都市圏まちづくり協議会とは…
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レインボープランの将来像

豊かな自然の中で新たな交流を生みだす自立文化都市圏

第２次レインボープランの将来像

自然と共生するふれあい・もてなしの文化交流都市圏

　  レインボー協議会のこれまでの取組

レインボーまつりin川越（川越市）

子育てサロン（川島町）

市内循環バス（川越市）

　 協議会の取組

●公の施設の相互利用

●レインボー婚活事業

●広域的な防災施策

●広報紙相互掲載

●協議会体制の充実

●広域的な観光施策

　構成市町の取組

●教えあい学びあい教室の企画・調整

●さまざまな人材の活用

●自然環境の保全等に関するイベント・

　補助事業の実施

●テーマルートの開発や案内機能の充実

●公共交通の利用啓発



●優れた交通体系

●豊かな自然環境

●多様な産業と研究・教育機能の集積

●歴史・文化資源の集積

　  都市圏の概要

●少子高齢化の進展　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

●地方経済の低迷と地方創生　　　　　　　 　　　　　　　　

●安全・安心な暮らしへの意識の高まり　　　

●環境問題の深刻化と意識の高まり

●情報通信技術の進展

●国際化の進展

●公共施設等の老朽化問題　　　

●地方分権

　  都市圏を取り巻く社会状況

まちづくりの３つの視点

■豊かな自然・景観の保全や歴史・文化を生かした交流が活発な都市圏

■産学官連携や外国籍住民との異文化交流など多様な主体がかかわる都市圏

■人口減少・少子高齢化社会における効率的な都市基盤の整備による持続可能な都市圏

　  都市圏の将来像

あふれる笑顔ときらめく緑

未来へつなげる文化交流都市圏

越生梅林（越生町）圏央道川島IC（川島町）

脚折雨乞（鶴ヶ島市） 流鏑馬（毛呂山町）

第３次

レインボープランの

将来像



●地域や世代を超えた交流の促進

■都市圏住民の出会いや交流を促進します。

■地域情報の発信・入手の場の創出や多文化共生に努めます。

●地域の「知」の活用促進

■生涯を通じて成長していくことのできる環境を整備します。

■地域の「知」の活用や大学連携講座の広域利用を推進します。

都市圏の

出会い、ふれあいを大切にする

未来への人づくり1基本目標
都市圏の将来像

第３次レイ

●自然とのふれあいの促進

■自然体験イベントなどを通じて、身近にある自然を感じる

機会を提供します。

■農業体験や地域の作物・野菜を活用した料理教室など地域

の良さを感じる機会の創出に努めます。

●環境に対する意識啓発の推進

■環境に対する知識の習得及び意識啓発を推進します。

■各種イベントの実施を通じた環境保全を推進します。

自然と人が共生する

環境にやさしい舞台づくり2基本目標

●地域産業の発展の促進

■都市圏の優れた製品や農産物のブランド化を

図ります。

■都市圏にある企業と大学・高校の交流機会の

場を創出します。

●東京オリンピックの開催を契機とした

観光客の誘致

■外国人観光客も楽しめる広域観光ルートの

設定など、広域的な観光施策を推進します。

■多様な情報発信手段を活用し、都市圏の魅力

を積極的に発信します。

文化や歴史を生かしたに3基本目標

大学連携講座（坂戸市）レインボーバスツアー（鶴ヶ島市）

ハイキング大会（越生町）ゆず採りボランティア（毛呂山町）
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の将来像

像と基本目標

インボープラン

●広域的な行政サービスの充実

■公の施設の相互利用を推進し、生活満足度の向上に努めます。

■効果的な行政サービスの提供及び行政運営に努めます。

●構想・計画推進体制の充実

■協議会体制の充実及び関係機関との連携を強化します。

■さまざまな情報発信手の整備や活用について検討します。

未来へつなげる

しくみづくり5基本目標

●安全・安心づくりの推進

■防犯・防災などに関する講演会や講座の開催に努めます。

■先駆的な地域コミュニティ活動の情報を発信します。

●一人ひとりが明るく健やかに暮らせる環境の形成

■健康長寿に関する取組を推進します。

■保育所の広域入所など、広域的な福祉体制の構築について

検討します。

快適で安全・安心な

まちづくり4基本目標

にぎわいづくり

坂戸よさこい（坂戸市）

KJブランド認承品・いちじく（川島町）

川越地区消防組合（川越市・川島町）

防災訓練（鶴ヶ島市） 健康チェック体験（坂戸市）

わい

くり

る笑顔と

めく緑

つなげる

流都市圏

まちづくり

しくみ

づくり

ウェスタ川越（川越市）



　基本構想は、令和7（2025）年度を目標年度とし、都市圏の将来像やまちづくりの目標を示し、その

実現のために必要なまちづくり施策の基本的な方針を定めます。

　基本計画は、基本構想に基づき、都市圏の総合的かつ一体的な整備のために必要な計画を明らかにし、

実施する施策の考え方や主要施策の内容を定めます。令和7（2025）年度を目標年度とする10ヶ年

計画とし、社会情勢の変化などへ適確に対応するため、必要に応じ見直しを行うものとします。

　国勢調査を基にした都市圏全体の人口は、平成17年から27年まで増加傾向にありましたが、

27年をピークに減少が見込まれています。年齢区分別に見ると、15歳未満及び15歳から64歳人口

は17年から27年にかけて減少しており、今後も減少が見込まれています。一方、65歳以上人口は、

17年から27年まで増加しており、今後も増加が見込まれています。

　  第３次レインボープランの構成と期間

　  都市圏の人口の推移

H28年度
2016年度

H29年度
2017年度

H30年度
2018年度

R元年度
2019年度

R2年度
2020年度

R3年度
2021年度

R4年度
2022年度

R5年度
2023年度

R6年度
2024年度

R7年度
2025年度

基本構想（10年）

基本計画（10年）※必要に応じて見直し

2005年

575,537

77,297 75,892 73,108

586,337
592,458 591,655

584,247

2010年 2015年 2020年 2025年

平成２７年以前は国勢調査（平成２７年１０月１日現在）より作図

令和２年以降は国立社会保障・人口問題研究所「日本の地域別将来推計人口（平成３０年３月１日現在）より作図

（注）年齢不詳者は集計から除外しているため、国勢調査人口とは一致していない。

令和　年 令和　年

歳未満 歳 歳以上

平成　 年平成　 年平成　 年

93,824 122,311 152,774 167,587
169,803

404,416 388,134 366,576

69,488 64,927

354,580 349,517



　私たちの都市圏は都心から近距離に位置しながら、豊かな自然環境を残すとともに、歴史・文化資源にも

恵まれた地域です。また、都市圏を東西に貫く「首都圏中央連絡自動車道（圏央道）」の県内全線開通に伴い、

交通アクセスが一層向上し、今後も観光客の増加や企業立地など、大きな飛躍が期待されています。

　この度、都市圏の地域特性を生かしたまちづくりを構成市町の連携・協力を通じて広域的に進めることに

より、相互に発展していくため「第３次レインボープラン」を策定しました。

　本プランでは、都市圏の将来像を「あふれる笑顔ときらめく緑　未来へつなげる文化交流都市圏」と定め、

恵まれた自然や歴史・文化の中で、人と人の出会いやふれあいを大切にするとともに、快適で安全・安心なに

ぎわいのあるまちづくりを進めてまいります。

　このパンフレットは、第3次レインボープランの基本構想・基本計画を圏域内の住民の皆様により広く理解

していただくために、概要版として作成したものです。

　今後も、都市圏の一体感をさらに高め、都市圏全体が自立性の高い、暮らしやすい地域となるよう、お互い

に連携・協力してまいりますので、皆様のご支援、ご協力をお願い申し上げます。

埼玉県川越都市圏まちづくり協議会会長　川越市長　川合　善明

ご あ い さ つ

編集・発行　埼玉県川越都市圏まちづくり協議会　事務局　川越市役所政策企画課内　川越市元町1-3-1 TEL.049-224-5503（ダイヤルイン）　　 令和2年3月改訂

この印刷物は、国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律（グリーン購入法）に基づく基本方針の判断を満たす紙を使用しています。

川越市長

川合　善明

鶴ヶ島市長

齊藤　芳久

川島町長

飯島　和夫

毛呂山町長

井上　健次

越生町長

新井　雄啓

坂戸市長

石川　　清

川越市 人 口

花

鳥

木

面 積

所在地

● 350,745人

● 山吹

● 雁（かり）

● かし

● 109.13k㎡

● 元町1-3-1

    TEL 049-224-8811

坂戸市 人 口

花

木

面 積

所在地

● 101,679人

● サツキ

● サクラ

● 41.02k㎡

● 千代田1-1-1

    TEL 049-283-1331

鶴ヶ島市 人 口

花

木

面 積

所在地

● 70,255人

● ツツジ

● マツ

● 17.65k㎡

● 大字三ツ木16-1

　 TEL 049-271-1111

川島町 人 口

花

鳥

木

面 積

所在地

●20,788人

●はなしょうぶ

●ひばり

●もくせい

●41.63k㎡

●大字下八ッ林870-1 　　

　TEL 049-297-1811

毛呂山町 人 口

花

鳥

木

面 積

所在地

●37,275人

●きく

●めじろ

●ゆず

●34.07k㎡

●中央2-1 　　　　　　　

　TEL 049-295-2112

越生町 人 口

花

鳥

木

面 積

所在地

●11,716人

●やまぶき、つつじ

●うぐいす

●うめ

●40.39k㎡

●大字越生900-2 　　　　

　TEL 049-292-3121

※人口は平成27年国勢調査（平成28年12月16日公表）

圏域の面積　283.89 k㎡ 圏域の人口　592,458人


